
No. 項目 意見・要望等 市の回答 担当課

1 道路の舗装

以下の未舗装の道路を舗装してほしい。

 ①太田地内の道路

 ②狩集地内の道路

 優先度と緊急度を考慮した上で、対応を検討して参りま

す。
建設課

2 側溝への蓋の設置

以下の地区の市道沿いの側溝に蓋を設置してほしい。

 ①銭洞地内の市道山谷沢線および銭洞沢線

 ②槻沢地内の市道槻沢猿楽線（法面の高い箇所を優先

に）

 優先度と緊急度を考慮した上で、対応を検討して参りま

す。
建設課

3 ガードレールの設置・交換

・ガードレールの設置･交換

 堂の沢の道路脇にガードレールを設置してほしい。（ガー

ドレールが途切れている区間）

・宝田地内の市道脇のガードレールが車の接触により変形

している。交換をお願いしたい。

【ガードレールの設置について】

 堂の沢につきまして、来年度以降になりますが、要望箇

所における護岸の改修を検討しております。

 その際にガードレールを設置いたします。

【宝田地内について】

 宝田につきましては、レール自体は機能的に支障が無い

と判断されますが、レールを止めるボルトが数本損失して

いることから、損失分のボルト締めをいたしました。

建設課

4 水路の土砂撤去

・堂の沢･太田地内に用水路を整備していただいたが、

年々土砂の堆積が増える状況から撤去をお願いしたい。

（これまで共同作業で対応したが、人的な作業では厳しい

状況のため）

 堆積している土砂につきましては、業者に撤去を依頼し

ております。

 なお、現在実施している市道堂の沢１号線整備事業にお

いて、上流地点の市道脇の箇所に土砂溜を計画しておりま

すので、整備後は現在と比較して作業しやすくなる予定で

す。

建設課

5 国道340号線への歩道の整備
・国道340号線・太田地内の屯所付近から竹駒町下壷地内

まで区間に歩道を整備してほしい。

 ご要望につきましては、これまで岩手県に対し毎年要望

を行っております。

 岩手県からは地権者から了承が得られず実現が困難な状

態であると伺っております。

建設課

6 里山竹林保全の支援

・土地所有者が管理に手が届かず、里山竹林が藪の状態に

なっているところが多いので、竹の伐採に対する支援策を

講じてほしい。

 放置竹林の伐採等に関する支援につきましては、市の直

接補助制度は現在ございませんが、国による「里山活性化

による多面的機能発揮対策」制度の活用による竹林の整備

が可能ですので、農林課へご相談ください。

農林課

7 気仙川左岸・右岸道路の改善

・国道340号線の金成橋から出口大橋までの区間の左岸

は、安全性と利便性の確保から直線化してほしい。併せ

て、右岸側も産業振興や災害対応として改善してほしい。

※左岸は現在の河川堤防を道路に整備してほしいとの趣旨

 左岸側につきましては、本市でも要望の線形になれば良

いと考え、今年７月に市道堂の沢１号線整備計画に伴う岩

手県との協議の際に相談した経緯があります。

 引き続き、機会を捉えながら、県に対して要望いたしま

す。

 また、右岸につきましては、岩手県における気仙川整備

計画の動向を見極めながら、整備について検討いたしま

す。

建設課

8 未舗装道路の改善
・銭洞地内の未舗装の道路に砕石を敷き、グレーダーによ

るならしをお願いしたい。

 ご要望を受け、対応させていただきました。

 このような要望につきましては、道路愛護会からいただ

ければ、随時対応しておりますので、よろしくお願いしま

す。

建設課
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No. 項目 意見・要望等 市の回答 担当課

9 防火水槽の設置

・銭洞地内の市道山谷沢線の上流域に消火栓および防火水

槽を整備してほしい。（現在のものが老朽化しているた

め）

 消火栓の設置には口径75mm以上の水道管が必要となり

ますが、銭洞地区の市道山谷沢線上流域に敷設されている

水道管の口径は最大50mmであり、消火に必要な水量を確

保できないため、新たな消火栓の設置は困難な状況にあり

ます。

 また、防火水槽につきましては、既存の施設を定期的に

点検し、維持管理を行っているところであり、漏水等の不

具合が確認された場合には、補修等の対応を行いながら機

能維持に努めて参ります。

消防本部

10 石垣の補修
・黄金山地内・水天宮から釘の子へ抜ける市道の水天宮脇

の石垣が崩落しそうになっているので補修してほしい。
 来年度、補修いたします。 建設課

11 市道の路肩補修

・宇南沢地内の市道の路肩が雨で削られているので早期に

補修をお願いしたい。（幅約50ｃｍ、延⾧約50ｍ）

（令和６年度にも要望済み）

 岩手県において計画している砂防事業の計画に併せ、舗

装等を整備したいと考えております。

 それまでの間、損傷等が酷い箇所につきましては、土の

う等による応急的な補修で対応いたしますのでご了承下さ

い。

建設課

12 市道のアスカーブ補修

・宇南沢地内の市道は、雨によるアスカーブ破壊により路

肩が流出しているところが5か所ある。アスカーブ根元に

常混合剤による流出防止をお願いしたい。

 岩手県において計画している砂防事業の計画に併せ、舗

装等を整備したいと考えております。

 それまでの間、損傷等が酷い箇所につきましては、土の

う等による応急的な補修で対応いたしますのでご了承下さ

い。

建設課

13 市道の再舗装
・宇南沢地内の市道は、アスファルトの亀裂が著しいた

め、再舗装をお願いしたい。

 岩手県において計画している砂防事業の計画に併せ、舗

装等を整備したいと考えております。
建設課

14 ため池の土砂撤去

・宇南沢のため池には土砂が堆積していて、水面から50㎝

位しか水が溜まっていない状態にある。今後、大雨による

越水防止の観点から、早期に土砂を撤去してほしい。

 岩手県が事業主体で、ため池改修工事を計画しており、

工事に合わせて浚渫を実施する予定となっております。
農林課

15 道路脇法面の幹木の伐採

・市道袋沢平貝線から林道横田沢線の丁字路までの間の、

法面から道路に被って生えている幹木を伐採して明るくし

てほしい。

 市道法面に生えている木につきましては、倒木の危険が

あるもの、及び通行に支障になるものについて伐採してお

ります。

 そのような樹木は、対応させていただきますが、明るく

する目的だけでは対応できかねますので、ご了承下さい。

建設課

16
急勾配道路の土砂流れ対策

（路面浸食対策）

・市道袋沢小通線の未舗装道路が、大雨が降ると土砂が流

れてその都度敷砂利を補修しているので、舗装ではなく土

砂が流れない工事をしてほしい。

 側溝などの排水構造物も含めて、対策を検討いたしま

す。
建設課
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No. 項目 意見・要望等 市の回答 担当課

18
市道の路面補修

（11月10日追加）

・国道340号線から常光寺山門までの市道の路面がひび割

れしている個所があるので、補修してほしい。
 来年度、補修いたします。 建設課

19
クマ出没対策

（11月18日追加）

クマ出没対策として、気仙川の河川敷に自生している雑木

を伐採してほし

い。特に保育園や小学校に近い、左岸の砂子田、久連坪地

内を優先的に。

（国のクマ被害対策パッケージに基づいて）

 対応を検討していただくよう、河川管理者である岩手県

に要望活動を行って参ります。

農林課

建設課

17 若者の雇用の場確保
・市内には若者が働ける場所が少ない。企業誘致などで働

く場を確保してほしい。

 現在の企業誘致の主な取り組みとしましては、市の職員

が地方への進出を検討されている首都圏などの企業様を訪

問し、今後どのような地域での事業実施を検討されている

かなどのお話を伺っています。

 また、お話しの中で、少しでも陸前高田市に関心を持っ

ていただくために、本市の豊かな自然や、復興を通じて整

備された新しいまちの環境など、陸前高田市ならではの

「魅力」をお伝えしています。

 企業様が新たな地域で事業を始めるまでには、場所の検

討から始まり、進出に要する費用の積算など様々な準備

等、実際に進出するまでには⾧い時間が必要となります。

 すぐに結果が出るものではなくとも、陸前高田市の将来

の発展にとって大変重要な取り組みと認識していることか

ら、今後も企業訪問などの活動を続け、企業誘致につなげ

て参りたいと考えております。

商工観光課

- 3/6 -



２ 事前要望に関連した追加の要望について
No. 事前要望に関連した追加要望等 市の回答 担当課

1

 木の伐採に関連して、要望項目１５とも共通するが、、

夏は葉が生い茂って非常に暗くなる。

 なんとか対応できないか。

【建設課からの回答】

 市道に限り、最大20万円を補助する整備に関連した補助

制度があるため、適宜ご活用いただきたい。

【農林課からの回答】

 市の管理する林道であれば、具体的な場所をご要望いた

だければ適宜対応する。

建設課

農林課

2
 南行地区における防火水槽について、防火水槽の改修・

新設について以前に要望したがその後進捗はどうか。

 防火水槽を埋設できる広さの土地や空間があるか、具体

的な工事費用等がどれくらいになるのかといった要素を踏

まえて引き続き検討を進めていく。

消防本部

3

 鳥獣被害対策について、ここ最近の傾向として、イノシ

シによる農作物や田畑への被害が大きい。

 センサー等を購入するための補助金等について、市で設

けているか。

 ご指摘いただいたイノシシの被害については市でも認知

している。

 くくり罠の設置等順次対応しており、今後捕獲数を増や

すことも検討している。

 センサー等を購入するための補助金等については、いた

だいたご意見を踏まえて検討させていただきたい。

農林課

4
 鳥獣被害対策については早急な対応をお願いしたい。

 つい先日は十数頭単位の群れを目撃した。

 大きな問題であると捉えている。

 具体的な対応方法について、検討させていただきたい。
農林課
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３ 事前要望以外の追加の要望について
No. 追加要望等 市の回答 担当課

4

 子ども110番について、昨年度市から子ども110番の調査

協力依頼が来たが、回答したものの音沙汰がなく、１年ほ

どかかってようやくのぼり旗などが届いた。

 もっと早く対応いただければと思う。

 市の対応状況について、把握のうえ改めて今後の対応に

ついて考えて参ります。
まちづくり推進課

5

 スポーツ振興について、当市には様々な分野におけるス

ポーツ選手がいらっしゃるが、市として応援する雰囲気が

ないように感じる。

 もっとスポーツの町であると言うことをアピールしたい

ので、市全体で応援するような取り組みをお願いしたい。

 非常に素晴らしいご意見をいただき、ありがとうござい

ます。

 陸前高田市の看板を背に活躍いただいている選手の皆さ

んに対して、市としてどのような応援ができるのか考えて

参ります。

 地域の意見を踏まえて、陸前高田市をスポーツのまちへ

と発展させていきたいので、一緒に取り組んでいただきた

いと考えております。

企画政策課

交流推進課

1

 市⾧公約に関連した市⾧の考えについて、市⾧が立候補

時に掲げた３つの公約について当然達成されるのであろう

が、その先に市⾧はどんな陸前高田市を想い描いているの

か。どんな町としたいのか。

 震災で被災してからの15年、かさ上げ工事や球場等の整

備など、市ではハード面での取り組みに注力して参りまし

た。

 しかし、市街地にはまだまだ空き地が多く、やるべきこ

とも山積な状況となっております。

 農業や林業、漁業等の市の基幹産業をより効率化、発展

化させる必要性があり、加えて、陸前高田市民だけではな

く、大学等の学術機関をはじめとした外部の知恵を引き込

んでいかなければなりません。

 また、前市⾧が掲げた福祉分野における考え方である

「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづく

り」についても、他の市町村に負けない要素であると捉え

ていることからも、人材の育成や教育分野への注力、若者

への支援など、町を発展させる重要な土台であると考えて

おります。

企画政策課

3

 子どもについての話しがあったが、本当に子どもを守る

気はあるのか。

 例えば、クマの出没情報が出た際、防災無線ではその情

報が流れるが、具体的な動きがないように感じる。

 子どもは未来の宝であると言う一方、予算がないと言っ

て具体的な取り組みはしていない。

 父兄や祖父母は教育のプロフェッショナルであるため、

協力していただき教育環境を整えるべきである。

 そうすれば自ずと子どもたちも帰ってくるのではない

か。

 我々は大人として子どもを守る責務がある以上、市に人

を呼び込むことも企業を呼ぶことも大切であるが、今現在

市にいる人間をどう守るかということを、最優先で考える

べきではないか。

 クマ問題に限らず、ご要望いただいた様々な内容につい

て地域として考えていただき、実際に動いていただいてい

ることは市としても承知しております。

 素晴らしい取り組みであると捉えており、今現在市で対

応可能な予算措置の範囲内で、必要な支援は行うこととし

ているため、地域住民の皆様が十分に満足できていない現

状は理解しておりますが、市が施策を講じずに何もしてい

ないと捉えられるのは本意ではございません。

 地域をないがしろにするつもりは全くなく、市ができ得

る限りの最大限の取り組みを引き続き実施していきたいと

考えております。

企画政策課
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No. 追加要望等 市の回答 担当課

7

 中央大学との包括連携協定に関して、万博における飛鳥

さんの展示を市⾧が見られなかったというのは大変残念に

思う。

 その一方で、先日の中央大学との包括連携協定は素晴ら

しいことであると感じている。

 農業のフィールドワークを予定しているとのことだった

が、具体的に何をする予定なのか。

【市⾧回答】

 フィールドワークの具体的な内容については調整中で

す。

 冬は比較的暖かく、山、川、海という自然の要素を兼ね

備えた当市の環境を活用して、様々なことに取り組んでい

ただきたいと考えております。

 個人的な思いとなりますが、稲刈りやリンゴの収穫など

を経験していただきたいと考えております。

企画政策課

8

 中央大学との包括連携協定は農業分野における結びつき

が大きいように感じるが、官民学が一体となって取り組む

べき事柄は漁業分野であると考えている。

 市の考えはどうか。

 中央大学以外に、もう１つ大学との詳細を調整中です。

 現状では公にすることはできませんが、年明け頃から今

年度内にかけて、皆さんにお知らせできるかと思われま

す。

 漁業や水産分野等の専門的機関でもあるため、いただい

たご要望について調整して参ります。

企画政策課

9
 中央大学との連携前にグローバルキャンパスを活用した

立教大学との連携が展開されていたが、その後どうか。

 現在立教大学は市街地にある職業訓練高等学校内にサテ

ライトキャンパスを移し、そちらを拠点として活動いただ

いている状況です。

企画政策課

6

 芸術振興について、陸前高田市は震災以前芸術や文化の

まちとして盛んだった。

 横田町にも、田﨑飛鳥さんという素晴らしい方がおり、

万博にも絵画を出展していた。

 そのほかにも画家として活躍されている方がたくさんい

らっしゃるため、芸術振興の面についてもいろいろと考え

ていただきたい。

【市⾧・企画政策課から回答】

 万博における飛鳥さんの展示について、市が何もPRして

いなかったという点については大変申し訳ございません。

 市の担当部局を明確にした上で、飛鳥さんを起用してい

る株式会社ヘラルボニーとも連携し、引き続き応援して参

ります。

【教育総務課から回答】

 芸術振興について、ご存じの通り当市は震災によって文

化財に大きな被害を受け、これまでは主にハード面の整備

を中心に復興事業に取り組んで参りました。

 地域コミュニティの維持のためにも、芸術分野の発展は

重要であると捉えており、今後は各町における無形文化財

の保護や発展に向けて取り組んで行きたいと考えておりま

す。

 絵画についても、当市には素晴らしい作品を作り上げる

方々がいらっしゃるので、美術館構想も踏まえて、何かし

らの形で芸術や文化を振興する際の拠点となるような施設

整備も検討して参ります。

企画政策課

教育総務課
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